
 

東久留米市ゼロカーボンシティ宣言 

 地球温暖化や気候変動の問題については世界的に見ても、平均気温の上昇や海水

面の上昇、干ばつや寒波、台風の大型化などにより災害が激甚化するとともに、すべて

の生態系に大きな影響を与えています。 

 ２０１５年に採択されたパリ協定では、世界共通の長期目標として、世界的な平均気温

上昇を産業革命以前に比べて 2℃より十分低く保つとともに、1.5℃に抑える努力を追

求することとし、人類共通の取り組むべき課題として、世界各国において「脱炭素化」へ

の歩みを進めています。わが国でも、２０２０年１０月に「カーボンニュートラル」を宣言し、

２０５０年までに温室効果ガスの排出量を実質的にゼロにするとの高い目標を掲げ、国

を挙げた取組みを推し進めています。 

 こうした中、当市が脱炭素化に取り組むにあたっては、これまでの省エネルギー化に

加え、資源に限りのある化石燃料から地域資源としてのグリーン電力、再生可能エネ

ルギーへの転換や減災レジリエンスとの連動等を図り、持続可能な強靭性の高いまち

を創造する視点が大切です。また、日々の生活を営む際に排出される廃棄物の更なる

減量、資源の循環利用に取り組むことも重要です。 

私たちは、今を生きるものとして、地球の未来に、将来の世代に大きな責任を負って

います。私たちの行動の一つひとつが、人類共通のチャレンジへとつながり、ひいては、

「あんしんして暮らせるまち」をつくります。 

東久留米市は、私たちが生まれ住むこの地球環境を次の世代に引き継げるよう、市

民・事業者・行政が一体となり「２０５０年ゼロカーボン社会の実現」を目指すことをここ

に宣言します。 
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